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Ｉ 。はじめに
小学校の社会科教師は，ふつういくっかの授業をす
ると，学習の区切れごとにテストを行う。その結果を
もとに子どもの学習成果を評価し，成績を査定する。
また，よい指導を行うためにその評価結果を役立てて
いる。小学校では，テストはひとつの学習単元或は小
単元ごとに行われるので，中学校や高等学校に比べて
テストの回数が多い。そのため，小学校の教師の多く
は自分でテスト問題を作ることができず，市販テスト
を利用することが多い。本来 ，テストは，教師が自分
で行った授業 による学習結果と指導結果を評価するは
たらきをするものであるので，その授業に合わせて自
分でテスト問題を作成しなければならないはずである。
それが小学校でできていないのは，時間的な制約のみ
に起因するのではない。教師自身がテスト問題の作り
方を知らないことに， もっと根本的な原因があると考
えられる。
教師がテスト問題の作り方を知らないので市販テス
トを利用するということ自体に，教師自身によるテス
ト作成を困難にしている原因がある。市販テストのガ
イドブックには，テスト問題と指導要録にある評価の
観点との関わりについての説明はあるが，そのテスト
問題が作成された論理や方略が第３者に分かるかたち
で示されてはいない。このような条件のもとで，教師
は，そのテスト問題が果たして良いものなのかどうか
客観的に判断できず，利用する場合は直観的かあるい
は無批判的に利用せざるを得なくなっている。小学校
では，ほとんどの社会科教師は，自分でテスト問題を
作ることができないのが現状なのである。
小学校の社会科テストの問題づくりのこのような窮
状に対して，社会科研究は全く見知らぬ態度をとって
いる。社会科テストに関する先行研究をみても，理論
的な研究はほとんど行われていないのが現状である1)。
とりわけ，小学校のテストに関する理論研究はみあた
らない。現状では，研究者の間でも小学校教師の依拠
できるテスト作成理論を提示できていないのである。
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以上のように，実践的にも理論的にも，テスト問題
作成についての研究は，現在までほとんど行われてき
ていない。このような小学校社会科教師の窮状に応え
るテスト問題作成の理論を早急に作り上げることが求
められている。
本稿では，要請されているテスト問題の作成方法を
理論化する研究の一環として，小学校社会科歴史学習
のテスト問題の作成方法について，特に市販テストに
おける総合テスト問題の事例を分析し，その作成過程
を明らかにする。
テスト問題がどのような過程で作成されたのかが明
らかになれば，テスト問題が望ましいものであるかど
うかを判断することが可能になる。また，もし望まし
いものであれば，その作成方法を応用して第３者が類
似の問題を作成することも可能となる。このような批
判可能性や再現可能性が保証されればレ既成の市販テ
ストを無批判的に利用するという従来の問題性が解消
され，テスト研究の中心的課題の解決にもつながって
くる。ここで明らかになったテスト問題作成方法を，
今後，より一般的なものへと発展させていくことも可
能となるだろう。
研究の方法として，現行のテスト問題の中で一般的
によく利用されているものを，これがどの様な評価基
準と過程で作成されたのかという観点から分析し，問
題作成過程を再構成する。分析対象とするテスト問題
事例として，市販の問題集に掲載されている小学校第
６学年の歴史テストの総合問題を取り上げる。
Ｕ。総合テスト問題とその特徴
１．歴史テスト問題
分析対象とした現行社会科テスト問題事例を次頁に
示す２)。
２．テスト問題の特徴
このテスト問題を概観すると，以下のような特徴が
指摘できる。
【全時代を問う内容】
第一の特徴は，問題が歴史の総合問題であるこ
とに起因する特徴であるＯ［図１］に示すように，
問題に取り上げられている歴史事象をみると，こ
れらは５つの時代にわたるものになっており，問
われる内容が明治時代までの日本の歴史のほぼ全
時代にわっている。選択肢に示された事項の内容
［図１］テスト問題の構成
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も含めると，問われている内容はさらに幅広い時
代に及ぶものになる。
【資料中心の問題】
第二の特徴は，資料を中心とした問題構成になっ
ていることである。テスト問題を構成する６つの
大きな問い( 以下，｢設問｣ と呼ぶ) に は，それ
ぞれに対応する資料Ａ～Ｅがあり，問いは提示し
てある具体的な資料に関して行われる。子どもは
資料を読み取り，知り得た内容と既習の知識をも
とにして解答を導き出すようになっている。特に
設問(6)は(1)～(5)で用いた資料の全てを総合して解
答するもので，資料に全面的に依拠した設問であ
る。
【個別から総合へ向かう設問展開】
第三の特徴は，このテスト問題の問いの構成か
ら明らかになる特徴である。問題は６つの設問か
ら構成され，設問ごとにさらに小さな問い( 以下，
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［ 問 題 ］
プリント資料の地図Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄをよく見て，下の同いに答えなさい。
（ １） 地図Ａを見て，つぎの同いに答えなさい。
･あ ） 地図中の（i）・台にあてはまる人名を書きなさい。
??
?
?
?
??
?
(い) この地図は，つぎの(ア)～(つ)のうちどこのころのようすですか。○を
つけなさい。
（ ア ）（
（ イ ）（
（ ワ ）（
）１４７７年ごろ
）1560 年ごろ
）1590 年ごろ
（２ ） 地図Ｂの「 戦い 」について，憊も詞係の深いも のを，つぎのア～力から
２つ選び，記号に○をつけなさい.
1
｀ji●●１　　　　 －gλ　　　　 ●11　　　　　　　　　　 駟●es
ア．承久の乱　 イ．ＳＣ の乱　 ウ．屋島 の取い　 工. 「いざ，jl倉 」
オ．「 平氏でないものはÅ でない」
刀，「 汝れや知る 邵は野 べの 夕ひば り あがるを見ても ・ つ るなみだは 」
（３ ） 地図Ｃに 関係あ る「 人物」と「 国名 」を，つぎのア ～力から１つずつ選び，
記号で答えなさい．　　　　　
人物（　　　 ）　 国名（　　　 ）
耄14舮a　　　l μ５ぷう　　 ≪*L≫・　　　 －　　　 ｔｌ　　　 ・１
７. 栄西　 イ．最澄　 ？．富舟　 エ．明　 オ．宋　 力．垣
F‾小間｣ と呼ぶ) が設けられている。テスト問題
における問いの構成をみると，設問(1)～(5)はそれ
ぞれ独立した個別 の問いであり，これらの問題は
それぞれに対応する資料Ａ～Ｅを用いて答えるよ
うになっている。最後 の設問(6)は，資料Ａ～Ｅを
を時代順に並べ変えるもので，これは設問(1)～(5)
の解答を総合して答える問いとなっている。問い
のこのような構成から，このテスト問題では，個
別の問題での解答をもとに最後に総合的問題を解
かせるという，個別から総合へと向かう設問展開
になっているという特徴が指摘できる。
【選択肢中心の問題形式】
第四め特徴 は，このテスト問題が，選択肢で答
える選択問題中心 の問題形式をとっていることで
ある。６つの設問中，設問田 の( あ) を除く全て
が選択肢の中から正解を記号で答える問題となっ
ており，このテスト問題は選択問題中心の問題構
成となっている。
以上のようにこのテスト問題は，全時代を問う
内容，資料中心の問題，個別から総合へ向かう設
問構成，選択肢中心の問題形式という４つの特徴
を もっているのである。
ではなぜ，このテスト問題には，指摘したよう
な４つの特徴がみられるのであろうか。
これらの特徴は，問題作成者が問題作成過程で
用いた考えや工夫 ，また決定内容がテスト問題に
生かされた結果である。したがって，これらの特
徴にもとづいてテスト問題づくりを再考してみる
と，作成者がとった問題作成過程を再構成できる
（４ ） 地ＳＤを見て，つぎ の①・②の各同いに答えな さい．
① 地図中の③・＠のう ち，③は，つぎのア～ウのうちのどれをあらわしてい
ますか．記号に○をつけなさい。
ｕ｀鶤｀ 鴎41 μ‘４｀-ｳ　　 Ｕ｀ ｎ ４｀･ う　　 ｔぱ ん ふ４｀ 4鴫｀ ･４ １
７．外樋大名とt9代大名　　 イ．外植大名　　 ワ，親藩と加代大名
② この地図があらわしている意味をよく考えて，つぎの７～ワから，最も正
しいと思われるものを １つ選び，記号に ○をつけなさい．
ア．参勤交代　　 イ．検地・刀狩　　 つ．麗藩皿県
（ ５） プリント資蒭の中の文Ｅを誂んで，つぎの①・②の同いに答えなさい．
●し●l by ●l
① 文Ｅは， １３ 世紀の後半，紀州（和歌山）の晨民た ちが，循主にうったえ
た又章の一節です．おどしたのば，だれですか．つぎのア～工の中から正し
いものを１つ選び，記号に○をつけなさい．
ア．昆長　　-f.　　 ワ．地頭　　 工．国司
② 文Ｅのうったえをおこした 晨民た ちは，つぎのア～つのどこに住んでいる
Λたちですか．正しいものを１つ退び，記号に○をつけなさい．
りjうてμ
ア．軛廷 の土地に住む人た ち
イ．荘園の中に住む人た ち
ウ，耳府の土地に住む人た ち
（６ ） 地図Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄと文Ｅを，時代の古い順にならべたとき，文Ｅの１つ
荊と１つ ゐとにくる地図を 選び，記号で答えな さい．
薊（　　　）　　あと（　　　 ）
だろう。
以下では，このようなテスト問題の特徴を手掛
かりに，このテスト問題の作成過程を再構成して
みよう。･
Ⅲ。問題作成過程
テスト問題の作成過程には，一般に次の６つの
段階があると考えられる3）。
【1 】テストの教育目標の決定
【２】評価目標の決定
【３】評価内容の決定
【４】評価基準の決定
【５】問題作成の基本方針の決定
【６】テスト問題の作成
以下，これらの段階をもとに，このテスト問題
の場合，どのような論理で問題が作成されたのか
を明らかにしてみよう。
１．テストの教育目標と評価目標の決定
（1） テストの教育目標の決定
社会科テストは，何らかの目標達成のための確
認手段としと実施される。行った授業による子ど
もの理解度を調べる，成績を査定する，指導の効
果を確かめて続く授業を構成する際の指標にする，
といったように，テストの結果は何らかの目的に
利用され，教育活動の上で一定の機能を果たす。
テストを実施するときに，まず，このテストを何
の目的で行うか，テスト結果の利用が教育上どの
ような意義を もつのかということについての理
由づけが決定されていなければならない。では，
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分析対象としたテストの場合はどのような目的で
使用され得るのであろうか。
このテスト問題は，中学校入試問題を典拠とし
た問題集の中の総合実力テスト問題である。した
がって，総合実力テストというテストの性格から
みれば，このテストの教育目標は，小学校６年生
に必要とされる歴史の理解度を調べ，理解の不十
分な箇所を明らかにし ，それを補完してより完全
な理解を得ることである。また，より遡ってテス
ト問題の利用状況を考えこのテストを入試問題と
して捉えれば，歴史についての子どもの理解度を
明らかにし，合格の判定基準とすることが目標と
なっていると考えられる。
以上 のように，総合実力テストであれ入試問題
であれ，このテスト問題で は，基本的に子どもの
歴史理解を調べることが目的とされている。では，
このテストでは子どもの歴史理解をどのようにし
て調べようとしているのであろうか。
（2） テストの評価目標の決定
このテスト問題は総合実力テスト問題であるの
で，評価の範囲は日本歴史全体である。日本歴史
全体についての歴史の理解を調べることが，この
テストの評価目標として設定されていると考えら
れる。
しかし，このような日本歴史全体の理解の中身
はひじょうに膨大なものなので，これをどのよう
に調べるかが問題となる。テストの場で日本歴史
についての理解全体を調べることはむずかしいの
で，ここでは歴史理解の幾つかの部分を選択して
評価する方法がとられている。このような方法で
は，歴史理解の部分の評価を通して理解全体の評
価ができる可能性が保証されていなければならな
い。
このテスト問題で，このような点がどのように
保証されているかを次にみてみよう。
２．評価内容と評価基準の決定
（1） 評価内容の決定
実際のテストでは，評価｡目標にした日本歴史全
体の理解についての評価を直接的に行うのではな
く，特定の時代やテーマで整理された内容の理解
をテストすることで，間接的に評価しようとして
いる。 このような特定の時代やテーマで整理され
た内容が評価内容である。
では，どのような評価内容を，言い換えれば，
どのような歴史の知識を取り扱っているのかを，
このテスト問題から明らかにしてみよう。
まず，［図１］をもとに，テスト問題における
-
時代とテーマを整理してみよう。このテスト問題
では，先述したように，日本歴史の中から５つの
時代が選択されている。また，５つの時代で取り
扱われている歴史事象を整理すると，Ｃが文化，
Ａ，Ｂが戦争,  D,  E が農民 ・大名支配 について
であり，①文化　 ②戦争　 ③支配９ ３つの観点で
分けられる。②は政治権力の移行や歴史の流れを，
また③は政治のしくみを意味している。
さらに，これら３つの評価内容の中身を個々に
みると[ 図２] のように構造化される4)。
[図２] 中の記号Ａ～Ｆの知識は，それぞれ同
じ記号の資料Ａ～Ｅの意味する内容 ，及びこれら
の資料を用いて答える設問(1)～(6)の解答過程で子
どもが操作すると考えられる知識の全体像である。
これらの知識には次のような２つの特徴がある。
第一の特徴は，Ａ～Ｅの知識が，それぞれ５つ
の時代の特色を表す知識となっていることである。
第二の特徴は，Ｆの知識にみられる。Ｆの知識は，
設問(6)で問われ，資料Ａ～Ｅを時代順に並べる際
に子どもが操作する知識である。これはＡ～Ｅの
知識をもとにして構成されるもので，時代の流れ
に関する知識である。 このような時代の流 れに
［図２］テスト問題で評価される歴史の知識の概
要
Λ
Ｂ
戦国時代cこは各地の強力な大名が碧力を仲ぱしきっていた。
幟ｍ呎畏は戦国の世から天下統一を進める事業を始めた.
a　1560 唏ごろ、織・fK 長は陌張を、今川飛元は遠近江、
駿河を治めていた
ｂ　織田ほ長は1560乍に桶狭閃の戦いで今川復元を陂った。
甲･安時代から躓倉畤IUこ陟る時間、源平の皿いで平氏は源氏
に滅ぼされ武士の時 代が始まった。
ａ　平氏の一族は、朝廷の要職につき、鈴力をふるった。
（ａ） おごっていた壓氏はr 平氏でないものは人でな
いJ とrl･つた。
ｂ　源氏は平氏を滅ぼし、稗地に（守護や）地頭をおいた。
（b） 源平の戦いの畤、限局で戰いがあった。
ｃ　 奈良畤IU こは新し｡い文lﾋを取り入れるため巾国へ遒唐哽を送
っていた。
ａ　遺唐院は柬シナi町や朝鮮淘峡、黄海の航路や陸踊を通
って膚の（長安）にliき進んだ文¶ﾋを学んで撮った｡
（ａ） 最澄は遺膚院として薦にU:かけ、仏教を学んで
帰った。
Ｄ　Ｕ:戸幕府は蔡巾にはむ かえないしくみで大名を支配すること
で。大きな力をもって全国を治めた。
ａ　冪喞は、外l棊大名を江戸から速いところに、親ｌ 罎lt
の大名は江戸に近いところに配i冢し、重要祁市は幕府
が直轄するしくみをとったので、菷吶にはむかえなか
った。
ｈ　大名建は参勤交阨で多くのｎ 用を哽ったので、幕巾ﾐこ
はむかう力をたくわえろことはできなかった｡
（ａ）外随大名は江戸から遠かったので髫勤交l恥こより
たくさんの賛用がかかった｡
（¶I）外哺大名は関ヶ原の恨いでは畧町の触であり、江
戸幕府にとっては油断のならない大名であった。
Ｅ　雄息畤ft、|鯒n は荘圃良尺に蔕府への納税を強要し、荘圃の
しく７,を崩していった。
ａ　地頭･は荘司爬民を習して。戳しく櫚を取り立てていた｡
（ａ） 紀州の地頭は、荘園農民に麦をつくらせ税として
収り立てていた。
Ｆ　日木117史は．通応使を送っていた奈良吋代．源蔘の戮いがあフた平
安から蹲倉時代へ移liの時代、地頭が哢羅をはたらいていた猥倉時
代、大名を巧みに配置して蔡府が全国を治めていた江戸時代などを
経て、政治や文化に特色をもちながら移り変わってきた．
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関する知識があることも特徴として指摘できる。
このテスト問題の評価内容の特色をまとめると
次の３つになる。すなわち，①３つのテーマが選
択されている，②基本的には選択された５つのそ
れぞれの時代の特色を扱っている，③５つの時代
で歴史の流れを組んでいる，ということである。
では，このような特色がなぜ出てくるのであろ
うか。これを小学校の学習指導要領と教科書を手
がかりにみてみよう。
小学校学習指導要領では，歴史学習で子どもに
理解させる中心的内容として，日本の歴史が政治
の中心地や世の中 の様子になどよって幾つかの時
期に分けられること，歴史上の主な出来事につい
て人物の働きや代表的な文化遺産を中心に理解さ
せることがあげられている０．ここで示されてい
る学習内容は，基本的に政治と文化に関わってい
る。政治についての理解の内容となっているのは，
支配の仕組みや戦争による統治者の交代( 政治権
力の移行) である。このような政治や文化が，飛
鳥・奈良・平安といった政権所在地を冠した政治
的時期区分で分けられた歴史の時代区分によって
表現されることになっている。以上のことから，
①②の特色は，このような学習指導要領の性格に
対応して評価内容が決定された結果生じたことが
わかる。
一方，教科書を みると，テスト問題で用いられ
ている資料とほぼ同じ資料が掲載されている6')。
これらの資料が表している歴史事象は，教科書で
５つの時代を学習する際に取り扱われる代表的な
ものであり，歴史の流れを知る上で中核的なもの
となっている7)。源平の戦いは，貴族から武士の
世の中へ，また戦国の大名の領有地は，分国支配
から全国支配へ移行する歴史の流れを理解する上
で重要な歴史事象となっている。
教科書のこのような特徴から，総合実力テスト
としてのこのテスト問題では，実際の学習内容の
中から歴史の流れの理解に関して，日本歴史の中
で中心的な５つの時代を選択し，実際の学習内容
(資料) の理解に即して評価内容を決定している
ことがわかる。評価内容の①③の特色は，評価内
容が単元や授業の学習内容に対応して決定された
結果あらわれたものである。
以上のことから，このテスト問題では，５つの
時代の特色やこれらを総合した時代の流れについ
ての知識を評価内容として子どもの歴史理解を調
べようとしているといえる。そして，子どもが解
答過程で操作する知識 は，資料が表す内容を中心
-
にして構造化されることからわかるように，資料
中心 の問題構成によって，問われる時代や内容を
限定し，評価内容を設定しているのである。
(2) 評価基準の決定
評価内容が決定されると，この中身にあたる知
識を子どもが理解しているかどうかを実際に判定
する方法を示す段階に進むことになる。しかし，
評価内容とされた知識の理解を解答過程で直接判
定できるわけではない。,評価内容とされた知識を
実際に子どもにそのまま再生させても評価として
は無意味であり，またそのようなことができるか
も疑わしい。このような知識の理解を実際に判定
するには，次の２つの手続きが必要である。
第一は，評価内容をより下位の知識に変換し，
知識を限定して理解を判定することである。第二
は，このように限定された知識を子どもが実際に
操作できるかどうかで，理解を判定することであ
る。評価内容をより下位の知識に変換して限定し
たもので，実際のテストの場で子どもが操作でき，
これを通して評価内容とした歴史の理解を第三者
が判定できる知識， これが評価基準である。テス
ト問題作成の第４段階では，この評価基準の決定
が行われる。
事例のテスト問題の場合，評価基準は以下のよ
うに設定されている。
テスト問題の資料が表している内容には，先に
評価内容として確認したような; 時代の特色や時
代の流れといった学習内容に関わる知識の他に，
[図２] 中の記号ａ・ｂや(ａ)・(b)，に示されるよ
うなより下位の知識がある。それは，ａやｂで示
したような，遣唐使，源平の戦い，江戸幕府の大
名配置等の特定の歴史事象の説明，また(ａ)や(b)で
示したような歴史事象をさらに具体的により細か
く記述した知識である。子どもがこのような知識
の理解を獲得していることは，次のような方法で
調べられる。
設問で，歴史上の人名，年代，戦いの名称 ，国
名 ，制度名などについての問いが提示され，子ど
もは時代の特色や時代の流れについての既習の知
識を用い ，資料から解答を推理する。そして，織
田氏や今川氏, 1560 年 ，屋島の戦い，唐，参勤交
代といった解答を，選択肢の中の，歴史事象の説
明に用いられる歴史の用語で答えることになる。
このような解答過程では，評価内容として示さ
れた知識の理解が直接に確認されるのではない。
実際に確認されるのは，遣唐使や源平の戦いといっ
た特定の歴史事象についての理解である。また，
63 －
選択肢の中からの事項の選択や人名の記入によっ
て，子どもに既有の知識を用いて実際に操作させ，
項目としての知識で解答させているＯこのように，
実際の評価は，項目としての知識によって行って
いるのであるＯ
ここで重要なのは，評価基準によって評価内容
とした知識の理解の評価を行う方法を問題の中に
確実に組み込むことである。
そこで，以上みてきたような評価内容を評価基
準にもとづいて実際に評価するという方法と，項
目的知識を操作させることによって評価するとい
う方法が，実際の問題作成でどのように組み込ま
れているのかを次にみてみよう。
３．問題の作成方針の決定
評価内容と評価基準が決定されると，何を，ど
のような基準で評価するのかが確定されたことに
なるので，実際の問題作成の構想に移ることがで
きる。この作業に入ると，評価基準として設定し
た内容は，より具体的で緻密なものに整理され設
問の問いとの対応も検討され，問題作成の作業 は
実際的なものになる。
この段階のテスト問題作成過程では，１）評価
方法，２）設問構成 ，３）問題形式についての基
本方針が設定され，これに即して問題が構想され
る。
１）評価方法の基本方針の決定
このテスト問題では，設問と資料とを一体となっ
たかたちで構成するという方針がとられている。
これは，資料にもとづいて学習内容を習得してい
くという小学校の基本的な学習方法を，テストの
解答過程に適用したものと考えられる。つまり，
解答過程での知識の操作の一部を資料によって代
用することで，小学校の学習に近づけ，発達段階
に即して知識の操作をより行い易くしているので
ある。
提示された資料は，時代の特色をあらわす歴史
事象を表したものであり，このような資料をもと
に推理すれば，子ども９操作する知識に評価内容
とした知識が加わることになる。資料によって，
操作する知識に一定 の枠を はめ，評価内容とした
歴史理解の確認をしようとしているのである。こ
の基本方針にもとづいて，さらに細かい方針とし
て次のことが設定されている。すなわち。
小学校６年生の発達段階と学習方法に合わせ
て，歴史事象についての具体的で典型的な資
料を多用するＯ そして，資料から読み取った
知識の既習 の歴史理解とを関わらせて考えさ
-
せる。
①そのような具体的資料として地図を多用
するＯ
②資料はできるだけ教科書掲載のものに近
いものを利用するO
2 ）問題形式の基本方針の決定
問題作成の基本方針が決定されると，これに沿っ
て問題の形式が決定されることになる。このテス
ト問題では，選択肢中心 の問題形式がとられてい
る。これは，２．で述べたように，評価内容をよ
り下位の知識に変換した内容である評価基準を設
定し，知識を限定して理解を判定すること，また，
そのようなより具体化された知識を実際に操作で
きるかどうかで理解を判定するという方略に，選
択肢問題がより適していることから採用された手
法である。
問題形式については，次のようなさらに細かい
基本方針がとられていると考えられる。すなわち。
可能な限り，時代の特色や時代の流れにっい
ての歴史理解を，代表的な歴史事象について
の知識を操作させることによって調べる。そ
のため，項目的知識を操作させることで ，果
して知識が構造的に理解されているかどうか
を第三者に簡潔に判断させる機能をもつ ，選
択肢中心の問題形式をとる。
３）設問構成の基本方針の決定
テスト問題には，時代 の特色と時代の流れにつ
いての歴史理解を調べるという評価内容が組 み込
まれるので ，これに応じて個別から総合へ向かう
設問構成をとることになる。また，評価基準 は，
５つの時代の代表的な歴史事象についての理解を
順に具体的に問う設問配列にすることで，問題に
組み込まれることになる。そして，提示された資
料も，このような設問に対応して，評価内容や評
価基準とした知識をできるだけ反映するものが選
択され，整えられる。
実際の問題作成においては，設問の配列と解答
の作業に際して手助けとなる資料の配列，および
問いと資料の関係について，さらに以下のような
より細かい方針が設定されていると考えられる。
（1） 問題の冒頭に必要な資料を提示しておく。
（2） 資料に関して問う形の設問にする。
（3） 選び出した時代の特色の理解について調べ
た上で，最後にそれらを総合して時代の流れ
について子どもが考えられる設問配列にする。
４．テスト問題の作成一問いの作成方法の決定
テスト問題作成の基本方針が決まると，問題の
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作 成 作 業 に 移 る こ と に な る。 問 題 作 成 の 中 心 は ，
ど のよ う な 問 い を 作成 す る か と い う こ と に あ る の
で ， こ こ で は問 い の 作 成 に 限定 し て 考 察 す る こ と
に す る。 問 題 作 成 過 程 で は 実 際 に ど の よ う な 方 法
で 問 い が 作 成 さ れ て い るか を み て み よ う。
こ の 問 題 で は ， 選 択 肢 中 心 の 問 題 形 式 を と っ て
い る。 こ の 問 題 形 式 で は ，正 解 と攪 乱 解 答 を 混 合
し て示 し ，問 い は 基 本 的 に 「 次 の中 か ら正 しい も
の を 選 び な さ い」 とい う問 い のか た ち を と る。 こ
の よ う な 問 い で は ，事 項 の 関 係 づ け や 結 び つ け を
さ せ る 思 考 を 求 め る こ と に な り ，解 答 の 難 し さ は
関 係 づ け ら れ た 内 容 につ い て の 子 ど も の 理 解 度 に
よ っ て 決 ま っ て く る。 こ れ は基 本 的 に ど の よ う な
内 容 を た ず ね ， ど のよ う な 思 考 を さ せ る問 い を 設
定 す る か に よ っ て 規 定 さ れ て く る も の で あ り ， 問
題 の 作 成 にお い て 問 い の 作 成 方 法 が重 要 な 位 置 を
占 め る こ と に な る。
こ の総合 テ スト問 題 の設 問 及 び小 間 の 問 い で は ，
ど の よ う な 内 容 が 問 わ れ ， ど の 様 な思 考 を さ せ よ
う と し て い る のか と い う観 点 の も と に ， 問 い を 類
型化 す ると ，次 の ３つ の タ イプ に大 別 さ れ る。 １）
歴 史 の 理 解 を ひ と つ の 時 代 内 の 歴 史 事 象 で 問 う も
の ， ２） 歴 史 の理 解 を 異 な る 時 代 間 の歴 史 事 象 で
問 う も の ， ３） 歴 史 の 理 解 を 時 代 を 通 し た 歴 史 の
流 れ の知 識 で 問 う も の ，で あ る。 詳 述 す る と以 下
の よ う に な る。
１ ） 問 う 時 代 と同 一 時 代 内 の 特 定 の歴 史 事 象 に
つ い て の 知 識 を 要 素 と して ，そ の時 代 の 特 色
につ い て の既 有 の 知 識 を 確 認 さ せ ， 時代 の 特
色 の 中 に 歴 史 事 象 を 位 置 づ け る 判 断 を さ せ る
タイ プ。 ［設 問（1）の（ あ） お よ び設 問（4）の① ］
２） 異 な る 時 代 の歴 史 事 象 に 関 す る知 識 を 要 素
と し て ， 特 定 の 時 代 の特 色 に つ い て の 既 有 の
知 識 を 確 認 さ せ る。 そ して ，そ の時 代 の 代 表
的 な歴 史 事 象 や時 代 の特 色 に つ い て の 理 解 の
中 に ， 異 な る時 代 の 特 定 の 歴 史 事 象 を 位 置 づ
け る判 断 を さ せ る タ イ プ
Ｏ
［設 問 剛 の （ い ），
設 問 剛3 ）（4）（5）］
3 ） 異 な る 時 代 の代 表 的 な 歴 史 事 象 や 時 代 の 特
色 につ い て の 知 識 を 要 素 と し て ，歴 史 の 流 れ
につ い て の既 有 の知識 を 確認 さ せ る。 そ し て ，
異 な る 時 代 の 代 表 的 な 歴 史 事 象 や 時 代 の 特 色
に つ い て の 知 識 を ， 時 代 の流 れ に つ い て の 理
解 の 中 に 位 置 づ け る 判 断 を さ せ る タ イ プ 。
［ 設 問（6）］
こ の テ スト 問 題 で は ，時 代 の 特 色 に 関 す る知 識
が 評 価 内 容 とな って い る ので ， 設 問 で は そ の 理 解
-
の程度が調べられるように，選択肢の中に，異な
る時代でかつ類似の事項を混入し，時代に適合す
る解答を選ぶ形式をとっている。
さらに，これらの問いは，どの様な内容の観点
で問いを立てているかという基準のもとに，より
細かく類型される。 ２．の評価内容の説明でみた
ように，設問(1X2X4X5)は政治( 支配や戦争) を，
また(3)は文化を観点にして問う設問である。選択
肢を中心とした問題で は，このように，問いの形
式のタイプと内容のタイプとを組み合わせて問い
を構成する方法をとっているり。
以上のように，問題作成過程では，問いの作成
方法を工夫することによって，子どもに，評価内
容にあたる知識を用いた歴史の判断を行わせ，こ
の結果によって評価内容とした知識の理解を調べ
ようとしているのである。
Ⅳ。おわりに
本稿では，歴史の総合問題の作成方法について，
テスト問題事例を分析し，その特徴にもとづいて
このテスト問題の作成過程を再構成した。その結
果 ，問題作成過程の６つの段階とそれぞれの段階
で用いられた考えや論理が明らかになった。この
作成段階には，テスト問題作成に必要な決定項目
が示されており，このような決定項目がより明確
になっていけば，われわれが授業構成に際して ，
授業の作り方を客観的に表現する学習指導案や授
業構成案を作成するのと同様に，テスト問題の構
成案を作ることが可能となる。 このような構成案
の作成理論が確立されれば，テストに関わる従来
の課題も解決されていくことになる。今後，この
ような方向に沿って，テスト問題作成過程をより
一般化していくことが必要であろう。
本稿ではふれることができなかったが，テスト
問題作成過程には，６つの決定項目の中に，作成
手順としてより緻密にしたり，追加したりすべき
要素も考えられる。例えば第６段階の決定項目で
ある問題作成過程には，できるだけ客観的な評価
結果を得るため，解答過程で子どもに行わせる思
考操作の方略 ，実際の資料作成や問題文の記述の
作業過程が考えられる。また，テストによる評価
に不可欠の作業である採点のための基準や配点の
決定という，評価結果を客観化するための作業も
組み込まれなければならないだろう。このような
点を整備しながら，テスト問題作成方法を客観的
に示す，一般に広く利用可能な基準を確立してい
くことが今後の課題である。
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＜ 注 ＞
１ ） こ れ ま で 行 わ れ た テ ス ト の 研 究 と し て 次 の も
の が あ る 。
① 伊 東 亮 三
，
池 野 範 男 「 社 会 科 テ ス ト の 教 授 学
的 研 究 （ Ｉ ） － テ ス ト 問 題 作 成 の 基 本 モ デ ル
刊 日 本 教 科 教 育 学 会 『 日 本 教 科 教 育 学 会 誌 』
第11 巻 第 ３ 号,  1986.  12
② 伊 東 亮 三
，
棚 橋 健 治
，
木 村 博 一 「 社 会 科 テ ス
ト の 教 授 学 的 研 究 （ ｎ ） － テ ス ト 問 題 の 分 析
と 歴 史 理 解 の 構 造 － 」 日 本 教 科 教 育 学 会 『 日
本¨ 教 科 教 育 学 会 誌 』 第12 巻 第 １ 号,  1987.  6
③ 伊 東 亮 三
，
吉 川 幸 男 「 社 会 科 テ ス ト の 教 授 学
的 研 究 （ Ⅲ ） 一 望 ま し い テ ス ト 問 題 作 成 の 観
点 一 」 日 本 教 科 教 育 学 会 『 日 本 教 科 教 育 学 会
誌 』 第12 巻 第 ２ 号,  1987.  9
① で は
，
過 去 の テ ス ト 研 究 に つ い て 整 理 さ れ
て お り
，
授 業 と 関 わ り を も っ た 理 論 的 な テ ス ト
研 究 が
，
こ れ ま で ほ と ん ど 行 わ れ て こ な か っ た
こ と が 指 摘 さ れ て い る 。
２ ） こ こ で は 以 下 に 示 す 問 題 集 の 中 の 総 合 実 カ テ
ス ト 問 題 を 取 り 上 げ た 。
教 学 研 究 社 編 集 部 編 『 段 階 別 新 問 題 集 社 会 ６
年 』 教 学 研 究 社,  1987　　　　　　　　に
の 実 力 テ ス ト 問 題 は
，
過 去 の 中 学 校 入 学 試
験 問 題 か ら 採 ら れ て い る も の で
，
歴 史 に つ い て
「’学 習 し た 内 容 が 完 全 に 理 解 で き て い る か ど う
か を み る た め さ ま ざ ま の 角 度 か ら と ら え た 総 合
問 題 」 と 説 明 さ れ て い る 。
３ ） 例 え ば
，
注 １ ） の ① は
，
テ ス ト 問 題 作 成 過 程
を ３ 段 階 で 示 し て い る 。
４ ） こ こ で は 評 価 の 対 象 と な る 学 習 内 容 を 捉 え る
た め
，
次 の 教 科 書 及 び こ れ に 対 応 す る 教 師 用 指
-
導書 の記述内容を参考にした。
『新編新しい社会６上』東京書籍 ，同　 教師用
指導書。『新訂小学社会６上』教育出版，同
教師用指導書。
５）文部省『小学校学習指導要領』19770 1989 年
版小学校学習指導要領においても，ほぼ同様で
ある。
６） 問題中 の資料A,  B,  C,  D,  E について，
教科書には以下のような内訳でほぼ同一の資料
が掲載されている。
東京書籍(A,  B,  C,  D), 教育 出版（Ｂ，
C, D,  E), 中 京 出版(A,  B,  C,  D),
大阪出版(A,  B,  C,  D,  E)
７）この問題で取り上げられている，源平の戦い，
織田・豊臣の天下統一，江戸幕府の始まりなど
の歴史事象は，小学校学習指導要領1977年度版
及び1989年度版に示された第６学年の学習内容
の中で，時代の様子を理解する上で取り扱う歴
史事象の事例と同一のものになっているＯ遣唐
使については1989年度版の学習指導要領で大陸
文化の摂取として新しく取り上げられている。
また，これらの歴史事象は，東京書籍 ，教育出
版，中京出版，大阪書籍の教科書で，資料や本
文の記述内容として取り扱われている。（但し，
紀伊の国の地頭の荘園押領については教育出版
と大阪書籍発行の教科書のみが掲載）
８）それぞれのタイプの問いのもとでどの様な思
考が行われることになり，問いの構成方法によっ
て得られるテスト結果から，評価がどのように
可能になるかについては，稿を改めて論じたいＯ
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